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這跡の位置

南加賀平野は小法宙の 南部で片山

棒丘唆と白山前山地併に狭まれ、鱗約

2.5kmの最狭の平野部を形成する。 ζ

の平野部と粟津温泉~山代混泉間の県

道とに狭まれた海抜45111前後の Ii陵

は、数多くの須5祭器祭祉やi淘質土器祭

主11:が存在すると ζろから、南方日賀にな

ける羽忠告E工人集団の中心的生産地と

して、 南力日J貿古J誌社詳の名が与えられ

ている。天王山第 1号製鉄祉はζの丘

駿奇心日賀市と小俊市Vζ二分ナゐ 、 ]J ~谷

町から1音也，'111nζいたる〆i、谷Vてっき出た

M:抜43.5mの通称天王山(那谷町工

り北習者':J5001ll)の南斜面K位置ナ

る。

1 誠査経 過

調査臼rJ:昭和45年4月1日より 4月6日まで、 北陸大谷高校地陛クラブ及び但馬秀三(岡山大学法

文学部:学生)氏の協力を得て第1次調査を実地し、さらに昭和45年7月24日より 8.t32 0臼を第

2次調査とし、東京工業大学大場利夫技官 ・但馬秀三氏・援諭吉(岡山大学法文学部学生)氏及び北陸

大谷高校地歴クラブの協力を得1t.。

第1次調査は鉱俸が最も多量-に分布する範囲の伐探と分析資料の係築を行い、ついで調査区を設定

したが.ニッ梨町一貫山須窓器祭主11:の緊急調査のため以下の発掘調査を後自に譲った。第2次調査は

第1次調査で殺定された 4つのグリッドの発掘を中心に作業をすすめ、君事い設定した調査区で祭殿

の会様をつかむことができた。

1II iH構及び層序の説明

遺 病(第1図参照 )

護褐色粘土(地山)を長さ 4.3m、信1.7m、深さ約35C/1trL探りくほめ、その底商に乾燥装置と

して厚さ約 1Oa/lVL木俊を埋め、その上商に長さ3.5m、最大幅1.19111、最小傾0.88m、厚さ約

25cmの耐火性粘土で炉床をつくっている。しかし、炉壁はまった〈透存しないため、検出された炉

床簡をもって、ダダラ築炉当初の炉床と断定する ζとは現時点ではひかえたい。叉、炉床周辺には焼

土の敬乱があり 、炉i百rL付策・する鉱湾中にはほとんど有効鉄牽が含まれず.今回検出された炉床は宥

効鉄を敬P出した後のタ.ダラの遺存体と考えられ、炉床酒よりタタラの規模を想定する乙とは無理で

あるが、ほほ長方形を呈するものと考えられそうである。



層序の説明

第 1 断面 ( ~2 崎重喜照 )

①硬質黄色結土層(含炉壁片 ・焼土)

@授賞黄色土精(合スラグ ・炭 ・燐土)

③軟質緑色土府(合徹炭純子 1

④俊'tl黄色土居(合歓炭柱子 ・焼土 )

⑤軟匂渚fs色七倍(多合スラグ ・炉墜片)

@lfs'赤褐色」二局 (合炭 ・焼土片 )

第 2断而 (;r~2 問診00 )

①便質渇色土居(合炭 ・燐土 )

②軟質暗褐色上庖(合炭 ・燐土 )

③硬質灰褐色土層 (合炭i焔片・焼土 )

④軟質はl渇色七腸(合炭 1

⑤硬手f黒褐色 .~ ( 合僕 ・焼土 )

~)軟質茶黒色土f白

①E受!1TtX泉褐巴七j藩(合成 ・4発士 )

③木炭 1歯

第 3断荷(;誌2内需毛主自慢 }

①表上 l得

②;1音喝包有磯質合有土庖

@赤焔色結七届

@清渇色土 R雪{会炭細片 )

⑤情渇色七尉(合焼土片 ・炭)

@滅色土層 (会炭 ・焼土 ・灰)

d漣質灰褐色土周 (合炭 ・焼土片 )
③木炭庖

@酒ν、褐色上層

W結語

⑦流出スラグの堆積

@木炭焔

⑨暗絡色土府{合焼土 ・炭 ・炉君主片)

⑮暗 渇 色土 層{司2:rcも合i危い )
⑪ 赤色酸 化層

⑫耐火性粘賀士.層

@軟'賛黒争島角d:J持(伺も合"ittい)

⑮便究d音渇色土層{合成 ・燃1-.) 

⑪硬質1I音褐色土層 { 多合炉~Í'片 )

⑫硬質暗褐色土府(多合焼七 ・炉M:片 )

⑬硬質褐~，土層(合炉ßt ・燐土・炭 )

⑬軟質f音褐色土!¥i(含炉日主 ・終土 ・炭 )

⑬焼土 ・炭片倉含む軟質土Iラ

⑩黒色 土 l脅(多合炭 )

⑬灰褐色土 l吾(合炭 ・焼土細守 )

~港 総色土居(合炭}
③婿褐色土府(なにも合まない )

J1)lI妥質灰褐色土(合炭 ・焼七 )

⑮灰褐色土庖

⑮ 混紡土粒灰褐色土層

⑪ 灰渇色 土層 (合炭 ・焼土}

⑬渇色土居{合炭 )

ダタ ラの年代については、 炉床面上郊より 5cm隔てた第1t~ (第1断面 1中氏本i電車降にほど近いと

ζろにある天王山第1号銅賞土器祭主tの陶質土器片が混存していたので、本製鉄.td:の築造をこのこ器

の示す中世以前ircさかのぼらせるととができるであろう。本遺構にかくなる漠然とした年代綴を与ええの

は、6勾争7土鍔の洞年序列f)研究が始まってまだ日が浅く確国たる鴇年が樹立されていないためであり、

掬質土苦言の鳴年と数多〈のダタラ祉を調査された段階で再考したい。

(文責小吋 茂小松市立縛物館々負)
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天王山第 1号製鉄社発掘調査

ミ母脊切 日 昭和45&E4月1日-4月6円(努1次調査 }

昭和45~手 7 月 2 3日-8月208(m2次調賓 )

調を担当 上 野 与 村 茂

J~ 査 島正 ~8 馬 秀 一 湾主 i命 空回』

調査協力 大 場 ;f1J 争ξ

北陸大谷高校地底クラブ

調司祭に協力いただいた方々K感謝の;彦主・表すゐとともV亡、鉱律分析κぉ、力を波hでいただき

ました小総製作所のβk (rc~誌心より il1l1;さを表したい。

天王山第 1号製鉄ま11:採集の鉱樟分析表

化 寸A且日 成 分 (勿)
~ !.u 地 点

SiO A.T 0 守"'8 冒王子。Mn~ CはO ~gJ 110 I正E司[JSS

必1( 3 I乏-7区 )12.56 ~.J O 40.33 2.49 0.66 1.51 ち.761 7.62 1.0 : 
必ヨ(1区 -5区 }31.30 7.65 36.6Ll 3.7 4 0.59 1.40 3.87 14.65 :1.1 c 
.自i4 ( 3区の 1) 27.60 4.45 41.15 1.25 0.64 1.19 6.37 17.07 ナジ

.'{6. 5 ( ヲ区 )1 2ろ.20 2.15 44.63 2.91 0.61 0.17 6.30 1 7.40 2.62 
，Aaゐ(7区11色七'M) 21.74 2.35 33.98 1 7. 04 0.60 一 6.70 1 6.ι5 0.93 
，16. 7 ( 2 ~の う}32.82 3.7 5 38.65 2.! 7 0.63 0.73 6.63 1ち.65 0.62 
.%. 8 ( 4 区 )1 39.98 4.70 28.7 5 4.5 7 0.52 0.47 号.791 3.99 1.22 
犬 王 山 土 72.26 10.75 ナ ツ 7.48 0.29 ナ γ 0.64 0.7 5 7.83 i 
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左上タタラ近景 左中タタラ枇よ面

右中タタラ社会景 右中タタラ社縦断面
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自前 1図 天王山第 1骨..島比率直実 測図
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